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京都大阪奈良神戸塚大津の

基盤構造についての夢想

③

4.伏見図幅から

近畿の地質は何時誰れが始めたかは私の手元に文

献もないし当時を知る人も多く故人とたられたので

今は知る由もない.地質調査所の近畿の20万分の1の

地質調査図幅が関治30年代にはほぼ終わっていたとい

うから相当古くから調査されていたらしい.大正11

年に京都大学地質学教室が設けられてから小川琢治

中村新太郎たどによってこの地域が詳しく研究されだ

した.昭和の初めに7.5万分の1の図幅調査が始めら

れたがこの地域内では恋せか昭和7年に伏見図幅

カ茎公刊されたのみで他にあるのを知らない.｢伏

見図幅｣の作者商工技師石井清彦の引用並に参考にし

た図書は

中村教授京都西山地質図

上治学士宇治付近地質図

京都帝国大学理学部地質学教室に於て調査せる野稿図

(1)京都東山附近

(2)笠置附近

(3〕和束の沿痒

(4〕其他部分図

これらを石井は文字どおり引用並に参考にしたのであ

って図幅内は一々踏査して歩きまわり当時自分も歩

き学生に歩き回らせて地質に関する如見を累積したと

人も信じ自分も許していた中村と激論をたたかわした

こともあった.しかし地質の世界ではよく歩きよく

みてワイルドエビテンスをつかんだものが年令の

如何にかかわらず勝利者である.石井は権威に屈

しなかった.このことは伏見図幅をよくみれば私の

ようたものでもよくわかる.

この時代は地質調査所は日本の地質図完成のために

野外地質に精進し内外ともに地質の総本山たる事を

許していた.大学教授以上の権威をもっていた所員が

少なくなかった.しかし中には中年に達して踏査に

対する熱意を失い野外よりデｰタの蒐集に力をそそ

ぎ地質調査にでかける前に地質図を作成し踏査は

仕上げにゆくだけの者が少なく衣かった.小川カミ

｢調査所の奴は泥棒だ.資料だけを写して帰りには

挨拶にも寄らん｣というのを聞いたことがある.

散官大夫

近畿地方に7,5万分の1図幅が1枚にしてやんだこと

は本当の事はわからないがそのミリュｰだけは追々

にわかってくる.小川も中村も地質調査所出身で図

幅で苦労したから図幅の裏も表もよく知っている.

中村は｢役所ではほんとうの地質図はできない.そ

れは官吏は旅費目当車馬賃を貰っているから同じ道を

二度と歩けないからだ｣といっていた.

こういう空気の中へ飛込んで作ったのが伏見図幅な

のである.

｢伏見図幅｣は近畿地方における唯一の7.5万分の1

図幅であり又近畿のほぼ中央にあることの外にこう

いう空気中で歩き廻って作った図幅であることを念

頭において私は｢近畿の基盤構造一の夢想｣の下敷と

して使わしていただいた.小川中村と石井を紙上

で会わせて面白がったり大学と調査所の地質を比較し

て黒白を論じたりするためではない.第一私は3人

から教えを受け後の2人からは特別にお世話にたった

ものでそういう大それた事をする気はさらさらないの

である.

下敷にすることは難しいことである.図幅を作る人

は図1幅を永遠に残したいのである.だから自然の真の

姿を表現することを第一に心がけている.といって

も5万で調査したものを同じ5万で出版したとい

うのではない.それはストリップカミｰ番よいという

ものでいただけたい.昔は地質図を出版するときに

は半分に縮めるとよいという言葉があった.5万

で調査したものは7.5万位にする余裕がほしい.7,5

万分の1を5万に改めたのは私の在職中であったが

経費がかかることが大き匁理由であったと思うが私

には割切れたかったことでそのよしあしは面図を比

べてみればわかることだ.又図幅を作る人は自分の

考えや学説にとらわれることを極度に嫌う.そう

いうものは流行に左右されやすいもので流行の廃れ

たときは説明書だけで泣く地質図までがそれでお

終いになるからだ.地質図を作る人は重ねていうが

不易を求めているのである.この意味に於て図幅説明

書は簡潔なほどよろしい.薄くて小さなほどよろし

い.野外に携帯できるほどの荷にならないのがよい.

調査所では戦後5万分の1の大きな説明書ができたが

この図幅の本質は属性からみてどうであろうか.こ�
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の文章は地質調査所の人々が読んで下さるので

めて詳しく且具体的に書きたい.

つとたる.

a地質講演のスライドに就て

散官後つとめて地質講演を聞くようにしているが世

の中が変わってとまどうことカミ多い.映画やスライ

ドか多くなって説明がうまくなって退屈することが

少なく地質家にしておくのが惜しい.昔なら弁士

今ならタレントにたった方カミよいと思われる人も少た

くなくない.こまるのは地質図や表がいま写ったか

と思うとすぐ消えてしまうことでこれでは岩層の

配列コンタｰとの関係岩層の前後などを見ることは

勿論地質全体の調和などまで観察する暇がない.

こういうことは批判されたり質問されたりすることの

嫌いな人には好都合であろうがこれでは地質図がた

いのに等しく地質の本質が主体でなくなってきてい

ると思う.地質図や重要な表板とはやはり紙に書い

たものを壁にかかげて演者の講演中ぐらいは見せ

てほしいと思う.

b説明醤中の写真について

これは説明書だけではなく一般の論文についてであ

るが写真が多すぎる.中には写真帖や画報のような

のがある.不整合や街上貫入校との証跡の証拠と

して用いられている場合が多いがそん枝ものに限っ

てあやしいと思われるものがすくなくない.私な

どはまず写真にしてまで見せなければ信用してもら

えないような露頭は逆に疑ってみたくなるのである.

地質図全体の中の岩層の配列バウンダリｰの弧形次と

を丹念に見ればその真偽を透破することができる.

地質のワイルドエビテンスは1ケ処2ケ処ですぐ

に決めるには早い.満州の石炭追跡者はそのために

数100米の切割をしたものだ.応用地質家はこの間

の事情をよく知っている.甲乙の上下関係を決める

事に最も真剣なのは相撲の勝負判定者であるが彼

等はいまだに写真をその判定に用いようとしないのは

写真よりも角力の動きそのものの中に本質的なもの

の存在することを多年の経験が教えてくれたからだ.

テレビ写真校とは角度によってどのようにも写るこ

とを知っているからだ.頭のよい地質家の中には

調査にゆく度にじぶんが新発見をして帰る人がいる.

こんな人ほど当にならないものはない.頭の悪い地

質家は頭の良い人が発見したものが果たしてその延

長方向につづくかどうかを求めて苦労する.苦労

している内に頭の良い人の発見をくつがえしたり頭の

良い人が考えても及ば次い第三の真実をつかむことに

石井はこの地域の地質を

る.
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次の21に分けて記載してい

上部古坐界

第三系

更新統

現世統

片状両雲母花商岩

細粒黒雲母花嗣岩

黒雲母花簡岩

半花闇岩質花簡岩

半花嵩岩及ペグマタイト

花陶斑壮

不英斑卦

正長布斑於

角斑岩

英雲閃緑岩

石英閃緑呆

石英閃緑粉舟

煙斑若

輝緑岩

粗面堵

粒状安山丹

火成岩棚亙の関係

一上部古生界

(イ)秩父系

上部古生界を秩父系並に秩父系一部の変質に因る領

家変成岩よりなるとし秩父系を主として砂岩粘板

岩及び角岩より成り輝緑凝灰岩及び石灰岩の薄層

を挾有するとしている.

砂岩には粕板岩の大なる破片を含有した角蛮岩状

のもの角岩粘板岩等の礫を多量に含有して負蛮岩

状のもの粘板岩の扁豆状団塊を多数含有するものがあ

る.粘板岩には砂岩病岩に漸移するものがあり

角岩は突兀たる山峰をなしている.

石灰岩は有孔虫類蘇虫類腕足類海百合珊瑚

の化石を含有し概ね10米内外の薄層又は扇豆状を放

して介在している.

輝緑凝灰岩は石灰岩と共存する揚合が多い.

(艀)領家変成岩

領家変成岩は古生層の変質したもので

次変化している.おもに片麻岩雲母片岩

岩黒雲母板岩より校る.

次に近畿地方の領家変成岩を規制すべき

があるので引用する.

古生層が漸

及石英片

重要な記載�
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『領家変成岩ハ片状花筒岩又細粒黒雲母花闇岩二

近接セノレ部分ノモノノ･最モ粗ニシテ片理明ナリ而

シテ花陶岩質物細脈二貫カレタノレモノハ貫入片岩ト

為リ雲母片岩中ノ層々貫入セノレ花開岩ノ･水成岩質物

ト混交シテ片麻岩ヲ生シ貫入片岩及片麻岩ハ其分

布区域共二狭少ナリ.接触部ヲ違ザカルニ随ヒテ花

闇岩質物ヲ金ク混交セサル純水成岩質ノ雲母片岩二移

化シ更二遠ザカレバ多量ノ黒色ノ粉状物ヲ含有シ

再結晶ニョリテ生シタル成分ト元来ヨリノ成分トノ混

交セル片理不完全ナル雲母片岩二移過シ終二黒雲母

板岩ヲ経テ粘板岩及砂岩二移過ス､新タノ如ク領家

変成岩ト秩父系トハ漸次移遇スルモノニシテ地質図

上二区別セル境界ハ其概略ヲ示スニ過ギザノレモノナリ

トス.

領家変成岩中片麻岩ト貫入片岩トハ水成火成両物

質ノ混交体ナノレモ雲母片岩ハ水成岩物質ノミヨリ成

レル片岩ニシテ而モ是二岩質ノ遷移的相異アルハ本

岩ノ受ケタル変質作用ノ強弱二因ノレモノナルベク該

変質作用ノ主因ヲ為スモノハ片状黒雲母花闇岩ノ影響

ト認メラレ又岩石二紅柱石等ノ結晶ヲ生セシメタノレハ

細粒黒雲母花商岩ノ接触作用ト認メ得ベシ』

地質構造については特に見出しを設けて述べるよう

なことはしてないが重要であるので引用する.

図二於テ足ヲ測定スノレニ少クモ五千五百米ヲ下ラズ.

本岩層ヲ切断セル断層系ハ西部山塊ト東部山塊トニ

於テ多少ノ相異アリ.西部山塊二於チノ･衝上断層

二条正断層系三アリ.衝上断層ノｰノ･明神嶽黒

柄岳ノ北辺ヲ過ギテ賂東西二走リ断層ノ上盤八角岩

下盤ノ･主トシテ砂岩ヨリ成リ南ヨリ北二向ヒ街キ上

ケ.断層面ハ南二傾斜スルモ其傾斜角ハ詳ナラズ.

第二ノ衝上断層ハ北北東方約四粁二於テ西北西ヨリ

東南東二走リ上盤ハ砂岩下盤ハ粘板岩ヨリ成リ第

一ノモノト同性質ノモノナリトス.正断層ノ･賂東西

二走ルモノ北々東ヨリ南々酉二走ルモノ及ビ北々酉

ヨリ南々東二走ルモノノ三系二属シ東酉二走ルモノ

最モ古ク北々酉ヨリ南々東二走ルモノ最モ新期ノモノ

ニ属ス.東部山塊二於テハ衝上断層ヲ認ムルコト能

ハズ.又正断層モ西部山塊ノ如ク規則正シキモノニ

非ズ.而シテ断層ノ方向ハ西部山塊ノモノニ稚類

似セルモ新旧ノ相違ヲ明白二認メ難シ.唯北々酉

ヨリ南々東二走ノレモノハ概ネ最モ新シキモノノ如シ』

第三系はこの調査によって石井が発見したものであ

る.流石の中村も奥山田の第三系の存在に気づかず

激論となったがついにワイルドエビテンスの前には

兜をぬがざるを得なかった.37個の化石を横山博士

が鑑定し下部新鮮統のものとした.

『本図幅ノ上部古生界ハ京都ノ平野ヲ距テ東西ノ

ニ山塊二分離シテ図幅地ノ基盤ヲ成シ第三系及古更

新統ニョリテ広域二五リ被覆セラル.

西部山塊ハ之ヲ西山山塊ト称シ裁二砂岩最モ良ク発

達シ角岩及粘板岩ハ之二次ギ輝緑凝灰岩及石灰岩是

二介在ス.地層ノ･主トシテ東西若クハ北西ヨリ南東

ノ走向ヲ有シ傾斜ハ北又ハ南二急斜シ同山塊ノ南端

部二近ク賂東西二走レルｰ向斜ヲ認メ得ベク又南

西端部二於テ石英閃緑岩ノ南二位スノレ岩塊ハ主トシ

テ北二傾斜シ其他ノ･概ネ南二傾斜セリ.新タノ如ク

本岩層ハｰ見単斜ヲナセノレカ如クナルモ其間二於テ反

対ノ傾斜或ハ垂直二近キ傾斜ヲ有スル部分アリテ頼

ル複雑ナノレ櫓曲ヲナセルモノナリ.東部山塊二於デモ

亦一般ノ走向ノ･東西又ハ北酉ヨリ南東ニシテ西部山

塊ト賂同一テルモ西部山塊二比スレバ北二傾斜セル

部分多ギガ如シ.

東西両山塊ヲ通シ地層ハ頼ル錯雑シ且ツ幾多ノ断

層二切断セラレテ同一岩層ノ連絡不明ナノレモノ多ク

更二本岩層八相互二移過シ或ハ幾何モナク尖滅スノレ

モノ等アリテソノ構造ヲ明ニスルコト頼ル困難ナリ.

随テ本岩層ノ厚サモ正確二知ルヲ得ザルモCD断面

｢第三系ハ蛮岩花庸質砂岩凝灰岩細粒砂岩及頁

岩ヨリ成ル｣

｢本岩層ノ･数条ノ断層二断タレ上部古生層トノ･

断層ヲ以テ界スル部分多シ.概ネ東西乃至西北酉コｰ

リ東南東ノ走向ヲ有シ南方又ハ南々酉二十五度乃至

四十度二傾斜ス.唯殻池畔ノ北部二於チノ･東北東ヨ

リ西南酉二走リ北々西二四十度乃至五十度二傾斜セリ

'.｣

五より二十に及ぶ十六項はすべて火成岩の記載であ

って造岩鉱物の肉眼的配列石理片理構造斑晶

石基変質より主成分副成分の顕微鏡的観察は精級

をきわめている.サンブノレの採集検鏡が溝大悲数

に上ったことが想像せられる.

私は不勉強でその成果を述べる術を知ら放いが

当時近畿地方の火成岩の野外研究がまだ緒についたば

かりであった時に貢献するところが大であったと思

う.

十八輝緑岩(宇治郡宇治村附近)

暗緑色ニシテ細粒ナリ.本岩ハ斜長石緑簾石緑�
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派石曹長石及磁鉄鉱ヨリ成レル岩石二変質シ粒状構

造ヲ星ス.斜長石ハ新鮮ナルモノ殆ンド無ク何レ

モ暗色二汚濁セルカ曹長石二変質シ往々緑簾石二変

質セノレモノアリ.有色鉱物モ亦新鮮ナルモノ無ク

番ク緑泥石二変質セリ.曹長石ハ斜長石ヨリ変質セ

ルモノト結晶間隙二微晶ヲ為セルモノトアリ本岩ハ

宇治川ト田原川トノ合流点附近二於テ輝緑凝灰岩中二

介在ス.恐ラクハ同岩成層当時ノ熔岩流ナルガ如シ.

十九粗面岩

灰色ヲ布シ頼ル綴密ノ岩石ニシテ方解石及緑泥

石ニョリテ充填セラレタル多量ノ晶洞ヲ含有ス.

斑晶一斜長石黒雲母

石基一生トシテ披褒基及板木状長石ヨリ成リ黒雲母

及磁鉄鉱ヲ含有シ析木状長石ノ並行配列ニョリテ粗

面岩質構造ヲ星ス.

斑晶タノレ斜長石ハ絵テ暗色二汚濁シテ本来ノ性質

ヲ定メ難シ.黒雲母ノ･緑泥石二変質セリ･石基ヲ為

セル長石ノ･斜長石及披藻長石ヨリ成リ披薬長石ノミ

ハ比較的新鮮ナリトス.

本岩ハ或ハ上部古生層成層当時ノ熔岩流ナラン｣

二十粒状安山岩

暗緑黒色綴密ノ岩石ニシテ方解石及緑泥石ヨリ成ル.

晶族二宮ミ又方解石ノ細脈二貫カル.斑晶ハ絵テ

緑泥石ト方解石トニ変質シ石基ノ･暗褐色ノ披藻基ト

析木状長石ノ微晶トヨリ成リ磁鉄鉱ヲ含有シ披藻基

流晶質構造ヲ星ス.析木状長石ノ中二ノ･直消光ヲ示

スモノアリテ破褒長石二属スノレモノ如ク岩石ハ粗面

岩質ナリト云フラ得ベシ.

本岩ハ其産状不詳テルモ輝緑凝灰岩二近接シテ現出

シ或ハ上部古生代二於ケノレ熔岩流二非ザノレヤノ疑

アリ.

にの十八十九二十の三岩石に興味がもてる.又

詳述した火成岩を総括しその相互関係については

｢本図幅地ヲ構成セノレ火成岩中最モ古期二属スルモ

ノノ･輝緑凝灰岩中二介在セル輝緑岩ニシテ上部古生

代ノ熔岩流ト語メ得ベク粗面岩反粒状安山岩ハ産状不

詳ニシテ其噴出時代ヲ知リ難キモ恐ラク輝緑岩ト回

｡時代ノ熔岩流ナルベク共等ヲ除ゲバ絵チノ火成岩ハ

何レモ上部古生層ヲ貫キタノレモノニシテ片状花陶岩ト

同一岩塊ヲ為セノレ黒雲母花南岩ノ･前者二亜ク古期ノ噴

出岩ニシテ本岩ノ噴出ノ･雲母片岩ヲ生成セシメタリ.

又本岩ヲ直接二貫通ゼルモノニ細粒黒雲母花陶岩半

花筒岩質花開岩半花筒岩.｢ペグマタイト｣

花筒瑳岩英霊閃緑岩石英閃緑扮岩及石英閃緑岩

ノ小岩脈アリ.塊状ヲ星シテ現出セル石英閃緑岩ハ

黒雲母花崩岩地域ト離レテ上部古生層ヲ貫ケルヲ以テ

真新旧ハ不明ナリト離モ石英閃緑岩ノ小岩脈ガ黒雲

母花嵩岩ヲ員ケルニ徴シ石英閃緑岩ノ･総テ黒雲母花

南岩ヨリモ新期ノモノト推定セリ.而シテ該石英閃

緑岩ノ･花庸斑岩及石英斑岩二貫カレ片状両雲母花開

岩ノ･細粒黒雲母花庸岩二貫カレ又一方ニハ雲母片岩

ヲ買キナ層女貫入セリ.蓋シ片麻岩ト為レル花開岩

ト賂同時代ノモノト見ルヲ得ベク黒雲母花南岩二亜

テ噴出セルモノナノレベシ.而シテ石英閃緑扮岩ノ･半花

開岩質花開岩ヲ貫ケリ.

以上ハ野外二於テ直接観察シ得ノレ関係ニシテ是等ノ

事実ヨリ其他ノ岩石ノ関係ヲ推定スノレニ正長石斑岩

及色斑岩ハ恐ラク石英斑岩ト賂同時代ナノレベク従テ

石英斑岩ヨリモ新期ノモノナリ.又英霊閃緑岩ノ･石

英閃緑岩ト賂同時代ノモノナルガ如シ.唯煙斑岩ト

岩脈ヲ為セル輝緑岩トハ古生層ヲ貫ケルモソノ他ノ

火成岩トノ関係不明ナリ.然レドモ岩質ノ類似セル点

ヨリ考察スレバ寧日石英閃緑斑岩二最モ近似セノレモノ

ナルヲ以テ是等ヲ同時代ト仮定セパ石英閃緑現岩カ

半花商岩質花開岩ヲ買ケル事実二徴シ最モ新期二属ス

ノレモノナノレベシ.

之ヲ裏スル二本図幅地二於テ最モ古期二属スノレモノノ･

熔岩流ヲ為シ亜デ深成岩ノ噴出ト為リ半深成岩ノ･

最モ新シク噴出セノレモノト云フラ得ベシ｣

以上でr伏見地質説明欝｣の紹介を終わったが写

していてその無駄のないのに感銘した.それもそう

である.中村新太郎の助手加藤不二男の文章に｢中

村先生は白髪で日焼けした御顔で長身の御身に型

の良い褐色系の背広を無造作に着て屠られゆっくり

した行動をとられる方であるが眼光鋭く唯意志と決

断の強さが｣感ぜられた.とその形容をうつした後で

｢ある時ある方が関西方面の図幅調査を校さいま

した.その方の新しい地層に関する見解が中村先生

と異っておりましたので中村先生が大変怒られたこ

とがございましたが｣とある.ある方その方とい

うのは石井のことである.文理双方の秀才で日本

のフンボノレトを以て任じている小川が“この頃のG･S

の若い連中は礼儀をしらぬ泥棒だと"睨んでいるとこ

ろへもう一人の中村との喧嘩である1中村は徹底し

た野外地質家で'じぶんの歩いた以外は信普ず自らは

論文(学位)を書かず人が書くものは容赦なく斬っ�
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て捨てる奇癖のある男である.

加藤不二男によるとこの時G･S先輩で京都にい

た山根の配慮で和解ができたとあるか私はいらぬ

ことをしたものだと思う.山根のことだからこれ

がこじれてG･Sと京大の不和にまで思をはせたに

違いないが放っておいたほうが面白かったとひそ

かに思っている.小川も中村も野性のある野外地質

家で当人同志もよくやりあっていたカミやってしまえ

ばあとほけろりとしていた.まして石井は1廻り

も身廻りも下の後輩である.

化石の鑑定を横山博士を煩わすことなどの石井らし

く底い配慮もいら在かったし説明書はもっと面白いも

のに在っていたに違いないからだ.

{根は外部に対して配慮しすぎるほうでとのずっ

と後のことであるが名を書けば戦前の人なら誰でも知

っている会社員でありながら社会的にも亦大学の

中でもそうとうのカのあった人カミよく調査所の｢油田

地質図｣の批判をした.すると一旦この人の批判にか

かった｢油嗣地質図｣はお蔵入りになって永久に陽

の貝をみることカミなかった.たまたまお蔵入りをさせ

られた3人が昭和7年の同級生であったので同じ昭

和7午の私はよく聞かされたものだ･今はどうか知ら

ぬが昭和7年といえば不景気の鍋底時代カミつづいた

時でそのためかどうか知らないか大陸はもちろん

調査所にも学閥というものがなかった.話を聞いて

みるとどうも力のある人の公分方が違っているよう

である.だから配慮しすぎる人は所長になっても

あまり配慮しすぎて調査所の権威を失墜していると

思った.技術官庁の長たるものはこういうことに

黒自をつけてこそ所長の価値があるのだ.

まだこんなことがある.私事にわたって恐縮だが

大事なことであるので書きたい.昭和19年3月私は張

家口に詮任するにあたってもう帰れなくなる公算が強

いと思い急いで｢山形図幅｣をまとめて所長に呈

出しためであった.戦後無事に帰ったところ呼出

しがあり“落の図に問題がありこのまま出版したの

では調査所の名前にかかわるといって来た男がある

から一緒に現地に入って調べるように"とのことで

あった.その男というのは若い時から私の親しくし

ている男で真面目でおとなしく所長が九大の時分の

助手であり所長とともに調査所にきた男で他意のあ

る筈はない.私は所長として又野外地質家として

の公正な処置に感謝して現地をしらべてみると立

合人もいたが誰れカミみても｢{形図幅｣の正しいの

は明らかで彼の申出が間違っていたのは彼の見た

範囲が小さく私のみた範歯が広かったことに尽きる.

私とて又立合人としても彼の範囲を見ただけでは

彼と同じことをいったに違いない.もはや議論の余地

はなく黒白は明かで正直な彼はもちろんこの通り

所長に報告をしたに違いない.しかし図幅は出なか

った.所長が変わって次の所長の代になっても依

然としてお蔵入りをしたままだった.しかし私はそ

の次の所長に変わるまでだまっていた.いっても無

駄だと思ったからだ.所長が変わってから新所長

に談判すると“君が最初に｢山形図幅｣を呈出した所

長に逢って｢良い｣という返事を貰って来たら出版

するとのことで行ってみると｢出版する枚といった

覚は狂い.もっとも大分前のことで忘れてしまらた

が"という話でもう悦惚の人になられたらしくな晋

か私の私事について異常な興味を示された.調査所

に行って調べてみると“前の部長が出版するなど申送っ

た"とか“前の課長からの申送りらしい"とかの雲をつ

かむようなことばかりで犯人は講だか判らないが

お蔵入りしていることだけは事実であった.後でわ

かったことだが布石ではこの間に｢山形図幅｣を写し

とっていた.私はしつこくて後に引かぬたちだから

遂に新所長にお願いして出版することになったがあ

との祭りで7.5万分の1の図幅の仲間入りができず

7.5万分の1のために調査したものが5万分の1とし

て出版された.この間実に17年の歳月がたっている.

出版の際の原稿をみたが地図は色はげ断面図は紛失

していた.お蔵入りの地質図は所内でも利用されて

いたのだ.しかし新所長の決断あればこそ陽の目に

あったもので深く感謝している.ところで戦後には

若手の地質家は戦前に調査したものは一切参考にも.

したいし見てもいないらしい.こんなことは今の

調査所にはないと思うが技術官庁である以上責任者

は地質図には必ず眼を通し事務雑務が繁多であれば

担当の者にゆだねられたくまだ外部の圧力などに屈し

たり配慮しないで真面目祖所員の成果をお蔵入り

にせぬようにお願いする次第である.何といっても図

幅は調査所の表看板で調査所を地質の大本山にして

おくものであるからである.

美濃高原の古生鰯の堆積摺曲断騒から伏見図

幅の古生層についてみることにしよう.

堆積伏見図の領域は略40×24粁2でその内古生

層の出るのは1/2弱で｢山嶽の静動｣の占め.る領域(全

部古生層)60x15粁2の約1/2である.古生層の構造は

調査の精度が第一であるが'何といっても調査地域の�
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広大なことが物を言う.且この地域では北は青海

から南は鈴鹿山脈の錫林ケ嶽まで300軒に汎ってつ

づくような石灰岩と緑色岩石からなる特殊な地層がな

いので中央日本における堆積上の位置をつかむことが

困難である.このことは｢伏見図幅｣に限ったことで

祖く京都周辺の地区を総合した松下進の｢京都付近

の地質図｣30×30粁2についてもいえることである.

これが京都付近といわず近畿全体の古生層にっいてい

えることであって近畿の古生層の堆積の位置を知る上

の泣き処であろう.

砂岩角岩頁岩の組み合わせによって層灘を編成

し堆積を論ずる人もあるが私にはそん法勇気がない.

石灰岩のレンズと輝緑凝灰岩とよりなる帯が伏見図

幅を斜めに横切って断続するものが延長8粁のものと

(酉{山塊)6粁のものとが(東山山塊)あるがこ

れは美濃高原のE層にあたるものらしく化石の研究の

対象にはなっても構造をとぐ鍵層にはなりがたくせ

い昔い鑑として記憶にとどめておく程度のものであろう.

榴曲古生層の櫓曲は複雑であるのでその真相を

読みとることは私のようなものには困難であるので

次のような簡単なかっ初歩的な方法をとって争る･そ

れは地層の傾斜はまず後廻にして走向を屍ることであ

る.単的にいえば地層の旋回する処わ有無を見る事

である.｢山嶽の静動｣でいった地層の渦巻くところ

地層のU一タｰンするところを図上にみつけることであ

る.こういう処があれば必ずそこを中心として背斜

か向斜がある.こういう処を構造が閉じているといっ

て傾斜の如何にかかわらず確実に構造が存在するも

のとしている.

｢伏見図幅｣でこういうところは三島郡竜王山の北

にある.砂岩の厚層からなり東西の軸を中心として

向斜をなしている.｢伏見図幅｣にはこの外に地

層の旋回が見とれるほどの確実な構造はみられない.

次に同じ地層の走向について地層の地質図上に画く

アｰク(弧型)について見てみよう.西山山塊では

｢地層ハ主トシテ東西著クハ北西ヨリ南東ノ走向ヲ育

シ｣.これは西から東にこうなっているからアｰクは

ゆるく北々東に向って弓を索いている.｢東部山塊二於

デモ亦一般ノ走向ノ･東西又ノ･北西ヨリ南東ニシテ｣.

アｰクはゆるくどちらに向って弓を索いているかわ

から狂い.その南奥山田の第三系を縫って地層添

鋭角に旋回するかの如くみえるところがあるがこれ

丁/一…

Eデ

'1界

■糾;

第1図

中部地方におけるG

帯･E帯の分布

は二条の東西性断層によって界されているのではっ

きりし枚い.

さて｢伏見図幅｣の古生層の動向(福曲の位置)は

巨視的に見てどうであるかの問題であるが正直にい

って私にはわからないことが多い.しかし美濃高原の

古生層から類推すれば根尾山地を出でて古生層が岐

鼻の丘陵地帯に入る前のところ即古生層の走向が北

西一南東から東西に転ずる前あたりに当るのではない

かと思う.而して堆積地向斜の軸一合の背斜軸を中心

にしてその南翼すなわち起上してできた背斜または

根尾断層の南翼に当るものらしい.その証拠は西山

山塊に衝上断層があり｢明神嶽黒柄岳ノ北辺ヲ過ギ

テ略東西二走リ｣｢南ヨリ比ζ向ヒ街キ上ゲ断層面

ハ南二優斜セルモ｣とあるのがそれでこの衝上はむ

しろ榴曲と見てよいもので地表の走向と路調和している.

｢根尾断層ヲ環ル地質構造｣の中で｢著シイ断層(地

向斜軸)ノ両側二衝動線ガアノレコトノ･日本ノ構造ヲ論

ズノレニ当リ注意セネバナラヌコトト思ウ.何故ナラ

バ東西両側カラ来タ衝動二挾マレク断層ノ最大ノモ

ノハ富士帯デ赤石ト関東ノ山地ハニツノ衝動地ト見

ルコトガ出来ルカラデアノレ｣から考えてほしい.

もちろんこの区域の背斜と衝上との関係は富士帯や

根尾断層と比ぶべくもない小規模のものに過ぎないが

これを｢京都付近の地質図｣についてみると周山背斜

軸と雲州衝動保津川背斜と嵐山衝動において同じこ

とがみられる.みな地層の赤痢と賂調和した西北酉一�
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〉

N～N根尾断腐

D～衡1二線圓2

麟

第2図岩層配列図

東南東で背斜の中心に向かって衝上している.

次に堆積盆地の規模について誤解しないように断っ

ておきたい.根尾堆積盆地が青海一錫杖嶽の大地背

斜に対赤するような堆積盆地ではなくむしろその大堆

積盆地の一部をなす半堆積盆地にすぎずその半堆積

盆地の軸は北酉一南東から東西にかわり大地背斜の

軸の走向の北々東一南々西にむしろ直交している.

この区域および京都付近の地質図の地向斜も根尾半地

向斜に類しその規模のさらに小なるものにすぎざる

べくただその方向のみが西北西一東南東と根尾半地

向斜に相似するものである.但しこの伏見･京都の地

向斜が半地向斜に属し一方が大洋につづくものなる

かは1ツを除き榴曲が閉ちてい狂いので軸の沈降の

方向と傾斜角がわからないから何ともいえないすな

わちこれはもともと地向斜というよりは単なる福山の

背斜または向斜にすぎ狂いものであるのかも知れな

レ､.

またこの地域の古生層は｢相互二移過シ或ハ幾何モ

ナク尖滅スルモノ等アリテソノ構造ヲ明ニスルコト

頼ノレ困難トアノレ｣ことは交指現象の観念のもとに見直

す必要はありはしないかと思う.

譲繍批

第3図京都付近の地質図(日本地方地質誌近畿地方改訂版松下進より)�
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1､聰

騨

第4図

中部地方における

G帯･E帯の分布

第5図

美濃群峰之断層系

統図
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∀
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･^叩山唖山

寸

断煽｢正断層ハ賂東酉二走ノレモノ北々東ヨリ南々

西二走ノレモノ北々西ヨリ南々東二走ルモノノ三系二

属シ東酉二走ノレモノ最モ古ク北々酉ヨリ南方東二

走ルモノ最モ新期ノモノニ属ス｣｢東部山塊二於チ

ノ･西部山塊ノ如ク規則正シキモノニ井ズ｣としてあ

る.美濃高原の古生層については方向によって断

層の新旧を論ずることの意味のないことを述べてお

いたがこの地域とくに西山地域においては方向によ

って断層の新旧が明らかに決定することを明言してあ

り地域外の京都付近においてもそうあることが松

下達春本篤夫館林寛吾藤原健一沢田秀穂中

沢圭二市川実鳥居昭二等の地質図にかかれている

からこれは京都付近の特性であろう.北々酉一南々

東北々東一南々西の断層を美濃高原では一括して南

北性断層としたもので岩層を齪蠕せしめた断層ではあ

るが明治24年(1891)の濃尾地震には生動しなかっ

たもので地層を切断して多数のアｰクに分っている

ことは｢伏見図幅｣の2ツの南北性断層と変わらない.

而して双方とも大なる地層の齪齪が見られ恋いことと

断層の走向が直線状であまり屈曲がないことは互に

相似している.地層を観鯖せしめその走向に屈曲の

あるのは東西性の断層である.

美濃高原の根尾断層の濃尾地震における如く生動し

たものは｢伏見図幅｣では古更新層に掩われているた

めに表現されてい扱いが朽木谷地震(1662年)の花

折断層がそれでこれは北々東一南々西方向のもので

この地域に延びてきていると思われる.

関西に地震の度びにでてくる淀川地震帯荏るものに相

当する淀川に沿う岩層の大なる観鯖を来しているような

地質的断層は｢伏見図幅｣にはその存在の示唆すら

認められない.また地質的背斜や構造などの存在も

少なくとも山崎男山八幡以北では見られない.しか

しこのことは必ずしも淀川地震帯を否定するものでは

ない.地震は岩層を齪鯖した断層に沿うてのみ起る

ものでほなく断層は地震の伝達者であっても起動者

ではないからである.

淀川地震帯は濃尾地震の際に岐阜一名古屋に至る

区域が震害の甚しかった如く木曾川によって運ばれ

た花闇岩質の堆積物の軟弱な地盤に原因しているのか

もしれ狂い.この場合木津川が木曾川の役割をして

いる.

｢伏見図幅｣の重要な成果の1ツは領家変成岩が

古生層から変身したもので古生層のバウンダリイは

賂笠置の北4軒を東西に走っていることおよび領家

変成岩を片麻岩雲母片岩石英片岩黒雲母板岩に分

ち4岩の動向カミ古生層の動向と調和していることを

明らかにしていることである.

近畿の南半の基盤は恐らくほとんど領家変成岩から

成るといわれているがその構造については今日もな

ほ領家変成岩はわかっていないことが多い.

研究効果のあカミらないことのために若い学者たちの

研究調査の流行の圏外におかれている.わずかに頃

年吉沢市かごの困難な調査に半生を賞しその地質�
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第6図中部目本鑑域図

図を公にして心ある者に領家地質構造の秘密を明

かにしたが彼も野外地質家の本領をもっている学者で

あるから多くを語るを潔しとせずだ地質図の1000年

に残ることに希望をつないだ.若し石井自身か石

第7図伏見

rl∴∵し､1蕾箏烹11籍浄1薫ふ1

㌫妄も准ま二簑孤図鳥ア黒い二上ζ

れたのは惜しんでもあまりある.大学への配慮など

集㌫黒㌶㌘そ狐;㌶

カ;篤黒二ζ久喜二τの鷺鴛㍗造の片鱗

余談昭和5年ころ私は学生だけの笠置地方の地

膿雄二叢二㌶㌣㌫㌻簑㍗

洛苓驚箏11和

した.谷崎潤一郎も彼のひたむきな態度に帽子を脱

ぎ正宗白鳥は｢三十才前後の若い男女の好みには

叶はざるべく批評家の受けもどうかと思うが小生

はこれを近来の傑作に推す｣とした特異な作家である.

作中の人物は彼そのもので熱烈な恋のあと清例な自然

の中を循僅するくだりには芭蕉や西行以上に私の魂

図幅�
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をゆするものがあった.

カ苗ラ

｢南山城の相楽郡といえばほとんど山だけの村であ

る.そこに持っている鷲羽山は標高はようやく3000

尺に過ぎないカミ峻岩絶壁をもって削り立っているの

ユンオズヌ

で音役の小魚が開創したといはれている近畿の霊

場の1ツである.その麓を縫って殆んど外界と交通

を絶ったよう柱別天地が開けている｣とある.

まことに伏見図幅の古生層から在る天地は標高こそ

低いが山頂をみれば南アノレプスの峻険と変らないこと

は岐山曲阜と同じである.後年北アルプスの｢白馬

図幅｣を完成して日本のハイムといわれ今だに峻険

に恐毛をふるってこれに亜ぐものか恋いという石井

の若き目のことだから悠々と歴史にとんだ桃源境の中

にひたむきに遊行したに違い粗い.｢伏見図幅｣は

地形について一言も語っていない.

(筆者は元所員現大同ボｰリングKK)

地学と切手

カｰル･ツァイス社110年

および125年雪己念切手

倮�

1956年11月9目に東ドイツでカｰノレ･ツァイス社110年記

念の3枚1組の切手が発行された.本来匁らば100年記念

が普通であるが戦後の混乱期であったためか10年遅れて安

定した時期に110年記念切手を発行したわけである.それ

だけにツァイス杜に対するドイツの誇りというものを感じさせ

る切手である.さらに1971年には前回と打って変わった大型

で派手な色彩の125年記念切手を発行した.これほ西ドイツ

にある分離したツァイス社が日本製品の進出で苦境にあるのに

対比したものかも知れない.

カｰル･ツァイス(Car1ZEIss)は1816年ワイマｰルに生

まれ1888年に死んだ.彼は医者になる教育を受けたが1846

年にカｰル･ツァイス工場をイエナに建てて最初はおもに顕

微鏡の製作をした.彼の征した最大の事業は1866年にアッ

プアインダｰなどが製品化されている.

ツァイス社はおもに顕微鏡で基礎をきずいたが

ットが中心となってレンズの製造をはじめた.

ナスチグコｰトなどのレンズはこうして開発されたレンズであ

る.1926年にはツァイス･イコン社と改称した.戦後てば

ドレスデンとイェナの工場は東ドイツの公社となった.

西ドイツではカｰル･ツァイス財団の下にツァイス･イ

コン(カメラ･事務機･かぎ)コンパｰ(シャッタｰ)ア

ンシュッツ(映写機)ヘンゾノレ(双眼鏡)などの光学メｰカ

ｰ9社を持っている.ツァイス･イコン社はシュッツガルト

東方のオｰバコッヘンに工場があって高級一眼レフを生産し

ていたが日本カメラの進出で1971年夏にカメラ工場を閉鎖

しその後旭光学と提携した.

べを入社させたことであり

その後のツァイス社の業績は

ほとんどアッベに負っている.

アッベ(EmstABBE)は

1840年アイゼナッノ･で生まれ

ケッチンゲン大学とイェナ大

学に学んだ後にイェナ大学

の教授となった.1866年に

ツァイス社の研究主任となり

1875年にはツァイスとの共同

経営者になりツァイス社を

世界でも有名な光学会社にし

た､1888年のツァイスの死

後には単独経営者となりツ

ァイス社の近代作業の基礎を

築いた.その間にカメラ

望遠鏡プラネタリウムと境

界を拡げる一方1870年には

アッベのコンデンサｰ1874

年にはアッベの屈折計柾とを

発明した､屈折計はとくに

岩石学者にはたじみ深い.

1893年にはステレオレインチ

彼は1905年に死んだ.

その後ショ

ナッサｰア

110年切手は1Oペニヒにアッベ25ペニヒにツァイスの肖像

が面かれている.20ペニヒに面かれてるのはツァイスの象徴

であるイェナの工場である.125年記念切手は10ペニヒ

20ペニヒ25ペニヒで各種の光学機械が図案化されている.�


